ラプラスを意識しながら、今後１０年においてどのように活動していくか

●衛星の科学・木星系の起源の探究（リーダー：佐々木）
１　
木星の衛星の地形・地質に関わる研究は、これまでの日本の実績は少なく、イオ（山路）、エウロパ（宮本）程度である。これは、そもそも日本のリモートセンシング探査が、「はやぶさ」以前は無く、国内の惑星地質／地形研究者の層が薄かったためである。二次使用のデータから第１級のサイエンスを出すことは、決して容易ではなかった。
　一方、「はやぶさ」「かぐや」ミッションにより、惑星地質／地形研究のコミュニティがようやくできつつある。さらに、各種分光データ解析、サウンダデータ解析、磁力計データ（天体）解析、重力解析についても、「かぐや」データ解析により、経験値が高くなる。この経験者集団をうまくコミュニティとして組織化し、衛星データ解析に積極的に参加する実力を養う。

２　
木星システムの起源の研究、氷衛星の内部構造・進化の研究、天体磁場の研究、氷物性の研究は、これまでも日本の実績がある。そのような研究者は、現在メーリングリストに入っている。もちろん、氷研究者にとっては、木星型天体の研究は避けて通れないターゲットである。それだけではなく、内部構造／地球物理学研究は、日本の得意とするところであり、広範なサポート体制を築いていくべきである。

３　
観測機器開発について、
・「かぐや」の経験があるとはいえ、カメラ、分光関係は、欧米に対しては実績が少なく厳しい。特に近赤外分光は2.5ミクロンまでの経験値であり、氷天体の解析に必要は、5ミクロンまでの実績はない。そのため、衛星オービターでのカメラ／分光機器には、Co-I参加の形になるであろう。
・レーザ高度計、サウンダ、重力機器（VLBI電波源など）、磁力計は、「かぐや」の経験が生きる。場合によっては、機器を日本が担当することが可能であり、その線から交渉することも可能である。これらは、内部構造に関係する機器であり、そのデータ解析においても日本が比較的得意とする分野である。
・ダスト計測器は、小型計量のものは、欧米に対抗できるものを製作可能である。ただし質量分析機能を有する大型のものについては、搭載用モデルの開発には至っていない。
・ペネトレータ、ランダといった部分では興味を持って手を上げるグループはあるが、ラプラスの枠組みでは難しく、その先を睨んだ長期戦略が必要である。
●惑星大気科学（リーダー：高橋幸弘）


- 木星大気の深部まで含めたダイナミクスの解明は、重要ではあるがかなり先のことになるだろう。ラプラスという時間スケールを考えれば、浅い部分の解明となり、そこでの鍵は積乱雲にある。日本は、その分野のシミュレーションと雷放電観測に実績があり、得意とする領域である。

- ラプラスにおいては浅い部分の大気ダイナミクスの解明を目指して、多波長イメージャー（可視から1umくらいまで）と雷放電センサーの搭載を主張する。理想的なイメージャーの性能を考えると、13Rjの距離からの撮像を想定すると、旧TOPS並み（20cm以上）の性能が求められる。その実現に向けては、気球やロケットでの実験、小型衛星などのステップを踏むことが必要であろう。

- シミュレーション研究においては、2011年を目安に浅いモデルの3次元力学過程完成を目指す。並行して、放射計算、雲物理計算のコードを開発し、2015年をめどに統合を進める。マンパワーの確保が課題である。

- JUNOが組成観測を行った後でも、落下プローブによる直接観測は価値を失わうものではなく、ラプラスという時間スケールでは無理だとしても、いずれは実現しなければならない項目である。たとえ1カ所でも赤道をさければガリレオの繰り返しにはならない。しかし、日本のマンパワーの現状では、長期にわたる開発を実施し得ることは困難であり、日本のコミュニティとして選択すべき進路かどうかは慎重な判断を要する。
●宇宙プラズマ（リーダー：笠羽）

宇宙プラズマ物理の観点からの「木星システム」への問題意識は、現時点では(1) 直接探ることができる最強粒子加熱・加速機構の全容 (2) 「自励的」（自転Energy供給）と「他励的」（太陽風Energy供給）な異なるエネルギープロセスの全容 (3) 衛星-惑星本体のカップリングシステムの全容、の３つを軸としている。これに「汎化」として「系外惑星」へとつなぐ意識が加わっていく。

短中期Actionとしては、以下の３つによって、戦略的なDC/PDの「海外修行」へつなげる（これは、Junoへのコミットメント契機となる可能性もある）とともに、「木星系のサイエンス」に留まらない、より普遍的視点まで我々の問題意識と実戦能力を引きずりあげる
(1) 新手段の開拓：「TOPS as“Planetary EUV Explorer”」を生かし、Io　Torusを「センサー」とした新しい視点のサイエンスを実施する。また、「ERG /SCOPE  as “Test-bed for Plasma Universe”」を生かし、木星展開を意識した世界最先端の独創的装置開発を進めていく。
(2) 新手法の開拓：「粒子・磁場・波動統合解析」の実力を生かし、Gelileo・Ulysses 等の「先人観測Ｇ」との関係強化を図る。
(3) Simulation：世界最良の数値シミュレーション環境を生かし、「自励 & 他励双方結合」の新しい試み、即ち熱圏・電離圏・磁気圏結合系を数値世界で実現する。

また、Laplaceに向けた最初の課題「どこにどのような衛星を配置すべきか？」、それも特に「太陽風モニター」を「常時・必須」とするか？、という問題について、日本グループとして確固たる足場を構築する。これは、「惑星システム研究」という視点からの太陽・太陽圏研究への梃入れも意味する。
